
講 師

地域貢献を目指す企業の情報発信を考える
　阿賀野川流域で公害の発生が確認されてから50年が経過した現
在、当時の企業活動とは異なり、環境・人権・地域貢献など様々な
CSR活動が盛んです。しかし、せっかくの成果を社会や地域にうまく
伝達できていない企業も少なくありません。フォーラム当日は、CSR
における情報発信の意義やメリット、手法について、様々な企業の実
践事例を通じて、参加者の皆さんと共に学びました。

第
１
回

特集
１ ふるさとの環境づくり企業
ＣＳＲ 情報発信フォーラム

伊藤園が地域の中小企業と協力して、地域の発展に取り組む姿勢が印象に残った。

麒麟山酒造の社長が身の丈に合ったCSR が大切と発言されたのが印象に残った。（団体職員・新潟市）

新潟昭和が不祥事をオープンにするだけでなく、その排水処理まで見せる取組に驚いた。（学生・新潟市）

 CSR活動は経費がかかるため、企業は投資と捉える必要がある。そこから新たな価値が生まれれば…。（企業社員）

経費削減のあおりを真っ先に受けるのがCSR 活動なので、継続困難なのが課題である。（企業社員）

地域との連携が課題で、企業と地元住民との連携を促進するには、行政の先導が必要。（企業社員・新潟市）

企業のCSRには地域の方々の理解が第一で、その活動を地域コミュニティーにしっかりと広げていきつつ、企業の理
　 念やモチベーションを維持していくことが今後の社会には必要となる。（研究者）

が
取り
組む

日時：平成28年3月29日（火）
場所：新潟ユニゾンプラザ

第１部
講演

企
業
と
社
会
と
の
共
有
価
値
の
創
造

-「
協
創
力
」が
稼
ぐ
時
代-

　　
第
１
部
で
講
演
い
た
だ
い
た
笹
谷
氏
は
、農
林
水
産
省
を
退
官

し
た
08
年
に
㈱
伊
藤
園
に
入
社
し
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
国
際
規
格
で
あ
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
、同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

施
策
を
大
胆
に
再
編
し
た
手
法
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
荒
茶
生
産
量
の
約
25
％
を
扱
う
伊
藤
園
で
は
、茶
葉
調
達

の
一
部
に
つ
い
て
生
産
農
家
な
ど
と
協
働
し
て
、高
品
質
な
原
料

の
安
定
調
達
を
実
現
し
つ
つ
、茶
農
家
の
経
営・雇
用
の
安
定
化
、

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
、

地
域
社
会
へ
の
様
々
な
好
影

響
を
生
み
出
す
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、こ
の
実
践
事
例

が
参
加
者
か
ら
多
く
の
共
感

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、こ
れ
か
ら
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
は
人
々
の
共
感
や
理
解

を
喚
起・継
続
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、昔
な
が

ら
の
陰
徳
善
事
で
は
な
く
、

自
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ス
ト
ー
リ
ー

を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る

「
発
信
型
三
方
よ
し
」に
シ
フ

ト
す
べ
き
と
の
笹
谷
氏
の
主

張
も
印
象
的
で
し
た
。

さ
さ
　
や
ひ
で
み
つ

フォーラム参加者の感想・意見

第2部
発表

県
内
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
例
を
紹
介

新
潟
ら
し
い
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
探
る

CSR（＝Corporate Social Responsibility：企業の
社会的責任）とは、企業が社会や環境と共存し、持
続可能な成長を図るため、その活動の影響につい
て責任をとる企業行動であり、企業を取り巻く
様々なステークホルダー（※）からの信頼を得るた
めの企業のあり方を指します。
　【経済産業省ホームページより】（※利害関係者のことで、株主・投
資家、消費者、取引先、従業員、地域社会など企業を取り巻く社会全体を指す）

CSRとは？

　
第
２
部
で
は
、新
潟
県
内
に
事

業
所
を
構
え
る
企
業
な
ど
が
実
践

す
る
、キ
ラ
リ
と
光
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

取
組
に
つ
い
て
、下
記
３
社
か
ら

事
例
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
日
参
加
者
か
ら
は「
初
め
て

聴
く
事
例
ば
か
り
で
感
動
し
た
」

と
の
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
、企

業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
組
を
情
報
発
信

す
る
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
清
酒・麒
麟
山
」で
有
名
な
麒
麟
山
酒
造
㈱

は
阿
賀
町
に
所
在
す
る
清
酒
メ
ー
カ
ー
で
す
。

大
河・阿
賀
野
川
の
近
く
で
操
業
す
る
同
社
は
、

日
本
酒
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い
お
米
と
清
水
を

守
る
た
め
、地
元
で
の
米
づ
く
り・森
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ク
ラ
レ
テ
ク
ノ
㈱
は
大
手
化
学
企
業
で
あ
る

㈱
ク
ラ
レ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
、胎
内
市
に
新

潟
営
業
所
が
所
在
し
て
い
ま
す
。生
産・物
流
業

務
を
主
と
す
る
同
社
は
、異
業
種
参
入
の
先
駆

け
と
し
て
、10
年
以
上
前
か
ら
介
護
施
設

「
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
苑
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
新
潟
水
俣
病
問
題
で
揺
れ
た
旧
昭
和

電
工
㈱
鹿
瀬
工
場
は
現
在
、昭
和
電
工
㈱
の
関

連
企
業・新
潟
昭
和
㈱
と
な
っ
て
操
業
し
て
い

ま
す
。近
年
は
環
境
学
舎
と
協
働
し
て
、現
在
の

排
水
処
理
の
仕
組
み
を
学
ぶ
工
場
見
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
レ
テ
ク
ノ
㈱

新
潟
営
業
所
所
長

齋
藤
茂
雄
氏

麒
麟
山
酒
造
㈱

代
表
取
締
役
社
長

齋
藤
俊
太
郎
氏

　
あ
が
の
が
わ
環
境
学
舎 次頁で企業取組を紹介！次頁で企業取組を紹介！次頁で企業取組を紹介！

㈱
伊
藤
園

常
務
執
行
役
員

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
長

笹
谷
秀
光
氏

発表者発表者発表者

◆当日事例発表された各企業の取組
　クラレテクノ㈱新潟営業所の介護事業
 麒麟山酒造㈱による地元米生産・森林整備
 昭和電工㈱・新潟昭和㈱と〔一社〕あがのが
　わ環境学舎が協働する環境学習プログラム

フォーラム当日は企業関係者や学生など41名の方々からご参加いただきました。

主催：新潟県（担当：新潟県立環境と人間のふれあい館）　　共催：新潟 CSR 研究会・一般社団法
人あがのがわ環境学舎　 　後援：新潟商工会議所・新潟県経営者協会・新潟県中小企業家同友会

写真上：㈱伊藤園提供

写真上・左：㈱伊藤園提供

写真上：クラレテクノ㈱提供

写真下：麒麟山酒造㈱提供



CSR
S T O R Y

NI IGATA 前ページで特集したフォーラムにて事例発表された、各社のCSR
取組を紹介します。また、同フォーラムの最後には、企業向けの公
害資料館の研修利用が案内されましたので、併せて紹介します。

CSR STORY 01CSR STORY03

CSR STORY 02酒造会社が挑戦する地元の米づくり・森づくり

化学企業子会社が展開した介護事業
　
大
手
化
学
企
業
㈱
ク
ラ
レ
は
、創
業
者
で
あ
る
大
原
孫
三
郎

氏
の
精
神「
世
の
た
め
人
の
た
め
」を
受
け
継
ぎ
、「
ラ
ン
ド
セ
ル

は
海
を
越
え
て
」（
＝
自
社
で
も
生
産

す
る
使
用
済
み
ラ
ン
ド
セ
ル
に
文
具

を
詰
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も

た
ち
へ
送
る
取
組
）な
ど
、様
々
な
社

会
貢
献
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ク
ラ
レ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
、

生
産・物
流
業
務
な
ど
を
請
け
負
う

ク
ラ
レ
テ
ク
ノ
㈱
の
新
潟
営
業
所
は
、介
護
施
設「
ち
ゅ
ー

り
っ
ぷ
苑
」（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
デ
イ
ホ
ー
ム
な
ど「
つ
ば

き
」「
さ
く
ら
」の
２
施
設
）を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
胎
内
市（
当
時・中
条
町
）か
ら
の
要
請
で
し
た

が
、当
時
異
業
種
か
ら
の
介
護
事
業
の
参
入
が
県
内
で
も
あ

ま
り
な
い
中
で
、地
域
へ
の
社
会
貢
献
の
意
味
も
考
え
て
、平

成
16
年
か
ら
運
営
に
着
手
し
ま
し
た
。現
在
で
は
、胎
内
市
の

取
組
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、認
知
症
を
相
談
で
き
る「
虹

色
カ
フ
ェ
」を
２
ヶ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
な
ど
、地

域
の
方
に
開
か
れ
た
相
談
機
能
の一翼
も
担
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
レ
テ
ク
ノ
㈱ 

新
潟
営
業
所 

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
例

麒
麟
山
酒
造
㈱
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
例

負の経験を乗り越える　　企業の環境学習

　
大
河・阿
賀
野
川
と
清
流・常
浪
川
が
合
流
す
る
麒
麟
山

の
麓
近
く
で
地
酒
造
り
を
営
ん
で
き
た
麒
麟
山
酒
造
㈱
は
、

こ
れ
ま
で
清
酒
の
原
料
と
な
る
米
と
水
に
配
慮
し
た
取
組

を
実
践
す
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。　

　
ま
ず
は
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
地
酒
づ
く
り
を
目
指
し

て
、安
全
安
心
で
顔
の
見

え
る
原
料
米
を
使
用
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、地

元
の
米
農
家
と
共
に
研

究
会
を
立
ち
上
げ
、20 
年

前
か
ら
地
元
の
米
づ
く

り
に
注
力
し
て
き
ま
し

た
。こ
う
し
て
、当
初
は

10
％
だ
っ
た
阿
賀
町
産

米
の
比
率
は
、地
元
調
達・自
社
生
産
な
ど
に
よ
っ
て
年
々
高

ま
り
、今
年
は
100
％
近
く
に
な
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、日
本
酒
製
造
に
欠
か
せ
な
い
常
浪
川
の
良
質
で
豊

か
な
伏
流
水
を
今
後
も
清
流
に
保
つ
た
め
、水
源
涵
養
機
能
を

有
す
る
上
流
域
の
森
づ
く
り
に
５
年
ほ
ど
前
か
ら
着
手
し
ま

し
た
。新
潟
県
の「
企
業
の

森
ア
シ
ス
ト
事
業
」の
も

と
、上
流
に
あ
る
御
神
楽

岳
で
ブ
ナ
林
の
植
林
や
下

草
刈
り
な
ど
の
管
理
を
行

う
森
づ
く
り
を
、地
元
の

森
林
組
合
と
協
力
し
な
が

ら
社
員
も
一
緒
に
な
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
協
働
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
例

　
昭
和
40
年
に
表
面
化
し
た
新

潟
水
俣
病
は
、旧
昭
和
電
工
㈱

鹿
瀬
工
場
が
阿
賀
野
川
に
流
し

た
有
機
水
銀
が
原
因
と
な
っ
て

発
生
し
た
公
害
で
、同
工
場
は

現
在
、昭
和
電
工
㈱
の
関
連
会

社
で
あ
る
新
潟
昭
和
㈱
と
な
っ

て
操
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、新
潟
県
が
推
進
す
る「
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
あ
が
の
が
わ

環
境
学
舎
は
、阿
賀
野
川
流
域
を
舞
台
に
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
、流
域
再
生
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
水
俣
病
公
式
確
認
50
年
を
翌
年
に
控
え
た
平
成
26

年
、両
者
が
協
働
し
て「
現
在
の
排
水
処
理
の
仕
組
み
を
学
ぶ

工
場
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発
し
、地
域
住
民
や
学
生
、企

業
社
員
や
行
政
職
員
な
ど
を
対
象
に
環
境
学
習
を
展
開
し

始
め
ま
し
た
。企
業
と
地
域
再
生
団
体
と
の
協
働
は
、全
国
の

公
害
発
生
地
の
中
で
は
珍
し
く
、大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

CSR TRAINING 環境と人間のふれあい館を見て学びませんか？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
展
示
が
よ
り
充
実
！

　
福
島
潟
の
ほ
と
り
に
あ
る「
環
境
と

人
間
の
ふ
れ
あ
い
館
」は
、新
潟
水
俣
病

と
水
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
施
設
で
す
。

今
年
１
月
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

経
て
展
示
が
よ
り一層
充
実
し
ま
し
た
。

公
害
の
発
生
か
ら
教
訓
を
学
び
な
が

ら
、環
境
保
全
や
人
権
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、企
業
社
員
や
団
体
職
員
へ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
研
修
の
場
と

し
て
も
ぜ
ひ
ご
利
用
願
い
ま
す
。

中小企業から中堅・大企業まで、新潟県内企業のCSR実践事例や
CSR関連情報をまとめた定期リーフレット「新潟CSRストーリー」
を創刊します（※新潟県内の企業に配布予定）。また、同リーフレッ
トで紹介する“キラリと光る”CSRの実践事例も募集しますので、
興味をお持ちの担当者の方はぜひ下記までご連絡ください。

「新潟ＣＳＲストーリー」を創刊します！

▼流域の暮らし

仕様：1号当たりA4・4ページ　発行回数：年3回発行予定　発行：新潟県
企画編集：新潟CSR研究会（あがのがわ環境学舎内）　TEL・FAX：0250-68-5424

▼発生過程等

▼被害・教訓

写真提供：麒麟山酒造㈱

写真提供：クラレテクノ㈱

阿賀野川スコープから阿賀野川流域の
立体地図を覗いて情報を読み取る

阿賀野川流域の暮らし
や公害の全体経緯を写
真や映像などを通じて
学べる「阿賀野川シア
ター」。

経済発展の光と影の中
で公害が発生した過程
や、経済活動が生活環
境に及ぼす影響を学べ
るスペース。

水俣病被害の実態や
歴史を年表や映像・各
種資料などに整理し、
公害の教訓を学べるス
ペース。

写真上：クラレテクノ㈱提供 写真上：麒麟山酒造㈱提供

特
集
２



本
・Ｃ
Ｄ
紹
介

イベント
レポート

　

平
成
28
年
６
月
12
日
、標
記
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
環

境
と
人
間
の
ふ
れ
あ
い
館
で
開

催
さ
れ
、上
記
４
名
の
方
々
が
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、新
潟
水
俣

病
被
害
者
の「
こ
ん
な
苦
し
み
は

自
分
た
ち
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
。

子
や
孫
に
同
じ
苦
し
み
を
味
わ

わ
せ
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
切

な
る
思
い
か
ら
、次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
身
の
回
り
の
環
境

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

県
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
文
テ
ー
マ
は「
新
潟
水
俣

病
」や「
身
の
回
り
の
環
境
問
題
」

な
ど
で
、今
年
は
２
６
３
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

平成27年度
阿賀野川流域
ロバダン!マップ
ロバダン!（炉端談議）の開催
状況（平成27年4月～平成
28年3月）が一目でわかる
マップ。平成27年度はＦＭ
事業＆阿賀野川エコミュー
ジアム合わせて、45件開催し
ました。

…　　　で開催したロバダン !

…　　　で開催したロバダン !

流域外

工場見学ロバダン1
工場見学ロバダン2
工場物語ロバダン1
鹿瀬昔語りロバダン1
工場物語ロバダン2
鹿瀬昔語りロバダン2
工場物語ロバダン3
工場物語ロバダン4
工場物語ロバダン5
工場物語ロバダン6
鹿瀬昔語りロバダン3

流域産品ロバダン
持倉銅山ロバダン1
持倉銅山ロバダン2
持倉銅山ロバダン3
持倉銅山ロバダン4
豪華な粗食弁当ロバダン
阿賀路の会ロバダン
持倉銅山ロバダン5
持倉銅山ロバダン6
草倉資料整備ロバダン1
流域森林活用ロバダン

阿賀町糀文化ロバダン
流域地場産業ロバダン1

持倉銅山ロバダン7工場物語ロバダン7
工場物語ロバダン8
草倉銅山写真ロバダン
あが環境学習ロバダン1
あが環境学習ロバダン2
阿賀野川物語ロバダン
阿賀町鉱山ロバダン
郷土芸能ロバダン
あが環境学習ロバダン3
工場見学ロバダン3
資料整備ロバダン

流域地場産業ロバダン2
持倉銅山ロバダン8
持倉銅山ロバダン9
持倉銅山ロバダン10
持倉銅山ロバダン11
持倉銅山ロバダン12
豪華な粗食ロバダン
草倉資料整備ロバダン2
持倉銅山ロバダン13

平成27年度
ロバダン！レポート

年間に開催した「ロ
バダン!（炉端談義）」
をまとめました！

「あがの岸辺にて 1981年新春号 復刻版」
（企画・制作：新潟水俣病安田患者の会）

「渡辺参治さん百歳記念アルバム うたは百
薬の長」（企画・制作：冥土のみやげ企画）

阿
賀
野
川
と
共
に
生
き
た
古
老
た
ち
が

語
る
、幻
の
聞
き
書
き
集
が
復
刻
！

　

本
書
は
今
か
ら
35
年
以
上
も
前
に
ガ
リ

版
刷
り
で
発
行
さ
れ
た
聞
き
書
き
集
を
、阿

賀
流
域
に
暮
ら
す
現
代
の
若
者
た
ち
が
甦

ら
せ
た
復
刻
版
で
す
。明
治
・
大
正
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
流
域
の
暮
ら
し
や
情

景
が
、古
老
た
ち
の
独
特
の
語
り
を
通
し

て
、光
と
影
の
別
な
く
甦
っ
て
き
ま
す
。と
り

わ
け「
ア
カ
ハ
ラ（
ウ
グ
イ
）漁
」の
貴
重
な
描

写
は
圧
巻
の
一
言…

ぜ
ひ
ご
一
読
を（※

昔

や
現
在
の
流
域
の
写
真
も
掲
載
）！

百
歳
を
迎
え
る
渡
辺
参
治

さ
ん
の
民
謡
を
収
め
た
ア
ル
バ
ム

写真撮影：山口冬人氏／場所：阿賀町津川

▲阿賀野川流域の５地域に住む６名（当時70
～80代）の方々から聞き書きを行った。

森下
高森新田

布目
小浮

平堀

　

今
年
百
歳
を
迎
え
る
渡
辺
参
治
さ
ん

が
、米
寿
記
念
に
制
作
し
た
民
謡
集
に
、

ボ
ー
ナ
ス
ト
ラ
ッ
ク（
白
寿
で
唄
っ
た
博
労

唄
＆
サ
ン
ト
ラ「
阿
賀
に
生
き
る
の
テ
ー

マ
」）を
追
加
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
。ソ
ー
ラ
ン
節
や
ド
ン
パ
ン

節
、安
田
名
物
口
説
き
節
な
ど
を
、年
齢

を
重
ね
て
も
艶
や
か
さ
を
失
わ
な
い
参
治

さ
ん
の
唄
声
で
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●聞き書き集・CDのお問い合わせ先
冥土のみやげ企画・旗野秀人氏までご連絡ください。
    090-3649-8945／      flag@cronos.ocn.ne.jp

第17回新潟水俣環境賞作文コンクール
受賞作品発表主催：新潟水俣病被害者の会、新潟水俣病阿賀野患者会　　後援：新潟県･新潟県教育委員会、新潟市･新潟市教

育委員会、阿賀野市･阿賀野市教育委員会、五泉市･五泉市教育委員会、阿賀町･阿賀町教育委員会、新潟日報社、
朝日新聞新潟総局、毎日新聞新潟支局、読売新聞新潟支局、産経新聞新潟支局、日本経済新聞社新潟支局、ＮＨＫ
新潟放送局、ＢＳＮ新潟放送、ＮＳＴ、ＴｅＮＹテレビ新潟、UX 新潟テレビ21、エフエムラジオ新潟、FM PORT 79.0

http://www.aganogawa.info/

ここで紹介した作文の全文は、下記
サイトに掲載してありますので、

ぜひご覧ください！

〈
優
秀
賞
〉を
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
と
作
品
テ
ー
マ

※受賞者の学年は作文執筆当時

写真(上)撮影：小原王明氏

ヤツメウナギ（写真提供：旗野秀人氏）


